
参考資料５

農業用ダムの洪水調節機能強化の取組状況について

○ 近年の水害の激甚化等を踏まえ、令和元年11月26日に
「既存ダムの洪水調節機能強化に向けた検討会議」を設
置し、総合的な検討を開始。

同年12月12日に「基本方針」が策定され、一級水系の
ダムについては、令和２年の出水期から新たな運用を開
始できるよう、５月までに水系ごとに治水協定を締結す
ることが明記。

○ これを踏まえ、農業用水を含むダム354基（うち農林水
産省所管ダム265基）について治水協定を締結。

○ 本年の出水期から、本治水協定に基づき、事前放流※１

や時期ごとの貯水位運用※２により、既存ダムの有効貯水
容量を洪水調節に活用する新たな運用を開始。

【治水協定の概要】
治水協定は、水系ごとに河川管理者と全てのダム管理者及び関

係利水者との間で、農業用ダムを含む既存ダムの洪水調節機能
を強化し、ダムの統一的な運用を行うための協定。
（協定の内容）

・洪水調節の機能強化の基本方針
・事前放流の実施方針 等

＜農業用水を含むダムの内訳＞

区分 ダム数（基） うち、農林水産省所管※３（基）

１級河川 ３５４ ２６５

２級河川 １６９ １５４

計 ５２３ ４１９

※１：台風等の最大3日前から、水位を低下させて洪水を調節するため
の容量を確保する運用

※２：水利用への補給を行う可能性が低い期間等に事前放流した状態と
同等の状態とする運用

※３：農業利水者が管理するダム

1



                          

 

2

toru_kambayashi880
タイプライターテキスト
【参考資料】

toru_kambayashi880
タイプライターテキスト
既存ダムの洪水調節機能強化に向けた

検討会議（第１回）R1.11.26より



ダ
ム

名

有
効

貯
水

容
量

(千
m

３
)

洪
水

調
節

容
量

洪
水

調
節

可
能

容
量

水
害

対
策

に
使

え
る

容
量

基
準

降
雨

量

容
量

(千
m

3)

有
効

貯
水

容
量

に
対

す
る

割
合

容
量

(千
m

3
)

有
効

貯
水

容
量

に
対

す
る

割
合

有
効

貯
水

容
量

に
対

す
る

割
合

（
m

m
）

●
漆

沢
1
6
,0

0
0

9
,5

0
0

5
9
.4

%
6,

5
0
0

4
0
.6

%
1
0
0
.0

%
1
7
1

●
南

川
9
,2

0
0

4
,4

0
0

4
7
.8

%
3,

3
7
0

3
6
.6

%
8
4
.5

%
1
3
4

●
宮

床
5
,0

0
0

2
,0

0
0

4
0
.0

%
1,

1
3
0

2
2
.6

%
6
2
.6

%
1
4
5

○
二

ツ
石

9
,7

0
0

0
0
.0

%
1,

5
4
0

1
5
.9

%
1
5
.9

%
1
3
1

○
孫

沢
6
8
5

0
0
.0

%
6
8
5

1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
5
0

○
花

川
1
8
0

0
0
.0

%
8
0

4
4
.4

%
4
4
.4

%
1
9
1

○
嘉

太
神

7
1
9

0
0
.0

%
7
1
9

1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
4
3

○
牛

野
5
0
0

0
0
.0

%
5
0
0

1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
4
4

合
計

4
1
,9

8
4

1
5
,9

0
0

3
7
.9

%
1
4,

5
2
4

3
4
.6

%
7
2
.5

%
-

鳴
瀬

川
 

吉
田

川
 

新
江

合
川

 

青
野
川

花
川

保
野

川

石
巻
湾

田
川

鳥
川

宮
床

川

南
川

陸
羽
東
線

東 北 縦 貫 自 動 車 道

東
北
新
幹
線

東
北
本
線

仙
石
線

国
道
4
5

国
道
3
46
号

多
田

川
 

落
合

 

国 道 ４ 号

野
田

橋

野
蒜

三
本

木
 

味
明

川
 

善
川

漆
沢

ダ
ム

 
（
既

設
）

 

南
川
ダ

ム
 

（
県

）
 

宮
床

ダ
ム

 

（
県
）

 

三 陸 縦 貫 自 動 車 道
鞍

坪
川

 

竹
林

川

西
川
 

鳴
瀬

川
中

流
堰

下
流

筒
砂
子

ダ
ム

と
漆

沢
ダ
ム

（
既

設
）

と
の
容

量
再

編
※
 

筒
砂
子

ダ
ム

 

滑
川

 

0
5

10
km

N

吉
田

川
上

流
遊

水
地

群

孫
沢

ダ
ム

［A
、

宮
城

県
（農

）］

花
川

ダ
ム

［A
、

宮
城

県
（農

）］

牛
野

ダ
ム

［A
、

宮
城

県
（農

）］

嘉
太

神
ダ

ム
［A

、
大

和
町

（
農

）
］ 南

川
ダ

ム
［

FN
W

］

宮
床

ダ
ム

［
FN

W
］

二
ツ

石
ダ

ム
［A

、
農

政
局

］

筒
砂

子
ダ

ム
［F

NA
P］

漆
沢

ダ
ム

（再
）

［
FN

W
IP

、
東

北
地

方
整

備
局

］

鳴
瀬

川
水

系
の

治
水

協
定

締
結

に
つ

い
て

○
５

月
２

９
日

（
金

）
に

治
水

協
定

を
締

結
済

み
○

鳴
瀬

川
水

系
で

は
、

水
害

対
策

の
た

め
に

使
え

る
容

量
の

割
合

が
そ

れ
ま

で
の

３
７

．
９

％
か

ら
、

締
結

後
に

７
２

．
５

％
へ

と
向

上

既
存

ダ
ム

の
洪

水
調

節
機

能
の

強
化

に
向

け
た

基
本

方
針

に
基

づ
く

「
協

議
の

場
」

【
構

成
員

】

〇
河

川
管

理
者

・
国

土
交

通
省

東
北

地
方

整
備

局
北

上
川

下
流

河
川

事
務

所
・
宮

城
県

土
木

部

〇
ダ

ム
管

理
者

・
農

林
水

産
省

東
北

農
政

局
北

上
土

地
改

良
調

査
管

理
事

務
所

・
宮

城
県

土
木

部
・
宮

城
県

農
政

部
・
宮

城
県

北
部

地
方

振
興

事
務

所
・
宮

城
県

仙
台

地
方

振
興

事
務

所
・
色

麻
町

外
１

市
１

ヶ
村

花
川

ダ
ム

管
理

組
合

・
大

衡
村

外
１

町
牛

野
ダ

ム
管

理
組

合
・
鳴

瀬
川

沿
岸

土
地

改
良

区
・
吉

田
川

流
域

溜
池

大
和

町
外

３
市

３
ヶ

町
村

組
合

〇
関

係
利

水
者

・
吉

田
川

水
系

利
水

委
員

会
・
宮

城
県

公
営

企
業

・
松

島
町

水
道

事
業

・
東

北
電

力
株

式
会

社
宮

城
発

電
技

術
セ

ン
タ

ー
・
仙

台
市

水
道

事
業

○
水

害
対

策
に

使
え

る
容

量
（８

ダ
ム

）

締
結

前
３

７
．

９
％

締
結

後
７

２
．

５
％

（
約

１
，

４
５

０
万

ｍ
３

の
増

加
）
※

※
容

量
と

し
て

は
八

ッ
場

ダ
ム

0.
2個

分
に

相
当

※
●

：
多

目
的

ダ
ム

、
○

：
利

水
ダ

ム

F:
治

水
N:

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
A:

農
業

用
水

W
:水

道
用

水
I:工

業
用

水
P:

発
電

3

3

toru_kambayashi880
長方形

toru_kambayashi880
タイプライターテキスト
農林水産省

所管ダム

toru_kambayashi880
線

toru_kambayashi880
長方形

toru_kambayashi880
タイプライターテキスト
【参考資料】

toru_kambayashi880
タイプライターテキスト
既存ダムの洪水調節機能強化に向けた検討会議（第４回）R2.6.4より（一部加筆）


	01_農業用ダムの洪水調節機能強化の取組状況について（報告）0623修正
	02_参考資料
	02_参考資料１
	03_参考資料２




